
令和6年度　城山地区福祉活動計画評価表

スローガン 心ふれあう城山のまち あなたの笑顔が私の幸せ

重点課題 安全は城山地区住民の意識から（安全委員会）

重点課題 高齢者への多様な支援が必要である（福祉委員会）

現状および今後の方針
・現状としては、交通安全指導やPTA（スクールボランティア）そのほか有志の方が通学路に立ち、見守り活動を行って
います。
・こども１１０番の家を学校と相談して、今後も見直しをする。
・今年は、城山小学校４年生児童と一緒に避難所開設訓練を行いました。来年度も今年度と同様に、避難所開設訓練で小
学生を巻き込んだ訓練を実施したいと思います。

事業名 推進方法 評価

子どもの見守りと、住民の
防災意識の向上

登下校時の見守りパトロールをする。
（老人クラブ、ＰＴＡと共に） ○

子ども１１０番の家の見直しと、協力依頼をする。
（区長、自治会長、ＰＴＡと共に） ○

災害時の安否確認のため、自治会防災調査票（９区・１６自治
会）の調査・保管の確認をお願いする。
（区長、自治会長、民生委員児童委員、福祉推進委員と共に）
ア．災害時の安否確認調査票　イ．災害被害調査
ウ．被害状況報告書

△

災害に対する防災避難知識の講習会を開催する。
・城山小学校体育館避難所開設訓練 ○

現状および今後の方針

・ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯への声かけや見守りが、民生委員児童委員・福祉推進委員・市社協職員の
方々等の協力で行われている。
・ひとり暮らし高齢者のつどいの参加者数が福祉委員の必死のお誘いにもかかわらず増えない。
・高齢者の小さな困りごとを支援する城山生活サポーター事業は順調に件数を伸ばしているが、サポーターの
高齢化により離脱者が多くなり今後の課題となる。

《評価》　○計画どおりできた　△計画の一部ができた　×計画どおりできなかった

事業名 推進方法 評価

高齢者支援サポート事業の推進

ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯への声かけや見守りをする。
（区長、自治会長、民生委員児童委員、福祉推進委員と共に） ○

ひとり暮らし高齢者のつどいを実施する。
（区長、自治会長、民生委員児童委員、福祉推進委員、日赤奉仕
団と共に）

○

高齢者の城山生活サポート事業を推進する。
（区長、自治会長、民生委員児童委員、福祉推進委員、城山生活
サポーターと共に）

○

いきいきサロンの設立を進める。
（区長、自治会長、民生委員児童委員、福祉推進委員と共に） ○



令和6年度　城山地区福祉活動計画評価表

スローガン 心ふれあう城山のまち あなたの笑顔が私の幸せ

重点課題
住民の健康づくり、地域交流の場づくりが必要である（体育
委員会）

現状および今後の方針
・昨年に引き続きスポレク大会を開催し、中学生ボランティア１６名を含め、約１３０名の参加を得て６種類
のゲームを行い、盛大に実施できた。
・三世代交流事業は、「公園学習」を実施し、城山小学校１・２年生６５名とともに「だんだん公園」でゲー
ムを行い交流を深めた。
・「城山の夏祭り」においては中学生ボランティアとともにレクリエーションゲームを行い、盛大に開催する
ことができた。

事業名 推進方法 評価

住民の健康づくりと、スポーツ
レクリエーション大会の運営

子どもと共に楽しめる行事としてスポーツレクリエーション大会
を実施する。
（スポーツクラブ、体育推進員、各種体育指導者と共に）

○

三世代交流の「三世代なかよし玉入れ」を小学校運動会で実施す
る。
（区長、自治会長、ＰＴＡ、小学校と共に）

○

城山地区夏まつりの開催に合わせ、スポレクイベントで参加する。 ○

重点課題 青少年の健全育成が大切である（青少年委員会）

事業名 推進方法 評価

現状および今後の方針

・小中学校への働きかけで。「わくわくチャレンジ親子史跡巡り」の実施や「城山の夏祭りやスポレク大会の
中学生ボランティアの募集」を行うことができた。次年度も同様の活動を計画していきたい。
・故郷の魅力を再発見する活動内容を見つけ。地域の子どもたちに提案していきたい。

《評価》　○計画どおりできた　△計画の一部ができた　×計画どおりできなかった

青少年の健全育成

中学生ボランティアを募集し、共に活動する。（夏祭り、スポレ
ク） ○

独自の活動を行う。（わくわくチャレンジ親子史跡巡り） ○

小・中学校との連携を深め、活動を支援する。 △

様々な教育情報を収集し、今後の活動のあり方を検討する。 △



令和6年度　城山地区福祉活動計画評価表

スローガン 心ふれあう城山のまち あなたの笑顔が私の幸せ

重点課題 城山住民の地域交流の場が少ない（地域振興委員会）

現状および今後の方針
第９回城山の夏まつりは、地元保育園児、城南中学２年生による新体操の演技他、各種イベントを実施しまし
た。更には中学生ボランティアの協力のもと、ゴミの回収・飲み物サービスコーナー・ゲームコーナーの設置
他、キッチンカー５台による食べ物の販売により１，２００人からの地元市民の方々が来場されました。
今後については、文化会館閉鎖に伴い、開催場所の旧南濃庁舎駐車場については海津市から従来通り使用して
良いと許可を得ているものの、トイレ・電源等の確保については重要案件であるものの、来年度も地域交流の
場として、盛大に実施したい。

《評価》　○計画どおりできた　△計画の一部ができた　×計画どおりできなかった

事業名 推進方法 評価

地域交流活動の推進

城山の夏まつりを開催する。
（区長、自治会長、各種団体長と共に） ○

城山の夏まつりへの協力を呼びかける。 ○

各種地域行事やまつり等の成功に向けて研修する。
（区長、自治会長と共に） ○


